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天井面 化粧ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 

パイプ 

天井化粧ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ（上部）

天井化粧ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ（下部）

フランジパイプの角穴部

センタリングプレート

フランジパイプ 

 ２）本体とパイプのジョイント 

1.  天井化粧アダプター④をパイプに挿入し、取付け
る。 

3.  本体をパイプに吊りこみ、フランジパイプ締結用
の、ボルト M10×65/袋ナット M10/バネ座金 M10/
平座金M10/にて本締めする。 

  （フランジパイプ/ボックス取付用ボルトセットに
梱包） 

※ 天井面15°までの傾斜に対応します。 
 
※ 本体と天井面の隙間が小さい場合、天井化粧アダプター下部のみの使用も可能です。 
 
※ ボルト頭部は、必ずフランジパイプの角穴部に挿入、固定する。 
 
※ 設置後の方向調整はフランジパイプ上面のボルトを少しゆるめてから、所定の方向に調整し、ゆるめたボルトを確

実に、締付けて下さい。 

2.  フランジパイプをボックスの内側から通し、セン
タリングプレートにて挟み込み、取付け用ネジで
締め付ける。 



上パイプ

取付ベース 

ボックス 

ＰＤＰモニター本体 

十字アプセットボルト 

袋ナット/バネ座

金/平座金 

 

６

※ 設置後の傾斜調整は、所定の角度に調整した後、ゆるめた袋ナット、十字アプセットボルトを確実
に、締付けてください。 

 
・ ３）-2で取付け作業する際、左右袋ナット、十字アプセットボルトの4つをすべて、確実に締め込むまで、

モニターをしっかり支え、保持して下さい。支える力をゆるめると、モニターの角度が変わり、モニター 
の破損、および落下事故の原因となります。 

 
・ モニターの方向を調整するとき、左右袋ナット、十字アプセットボルトのゆるめ過ぎや、調整後の本締めを 

しないと落下の恐れがあります。 

  
 ３）ボックスへのジョイント（必ず、3人以上で行って下さい） 

1.モニター背面にセットした取付けベースの切込
みをボックスの両サイドに突き出ているネジ部には
め込み、ミゾの奥まで落とし込む。 

 

2. モニターを保持した状態で、左右の取付ベース挟み
込み用袋ナット/バネ座金/平座金と十字アプセッ
トボルトをねじ込み、モニターを好みの角度に調整
後、再度六角スパナで上記ナット、ボルトを確実に、
締付けて下さい。 

  （ブラケット/ボックス取付用ボルトセットに梱包）

警 告  


